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さいたま市緑区農業者トレーニングセンター「緑の広場」

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022 さいたま
大会会長 清水勇人 実行委員長 大竹秀幸

【主催】 公益財団法人日本対がん協会 リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま実行委員会

【特別後援】 アメリカ対がん協会

【後援】 厚生労働省/埼玉県/さいたま市/埼玉県市長会/埼玉県町村会/埼玉県教育委員会/

さいたま市教育委員会/地方独立行政法人埼玉県立病院機構/埼玉県医師会/浦和医師会/

埼玉県歯科医師会/埼玉県歯科衛生士会/埼玉県歯科技工士会/埼玉県看護協会/日本赤十字社埼玉県支部/

埼玉県健康づくり事業団/埼玉県社会福祉協議会/埼玉県薬剤師会/さいたま市薬剤師会/

全国保健師長会埼玉支部/九里学園 浦和大学/テレ玉/埼玉新聞社/読売新聞さいたま支局

/朝日新聞さいたま総局/毎日新聞さいたま支局/産経新聞さいたま総局/東京新聞さいたま支局



リアル開催歓びの一日

昨年・一昨年と、２年のブランクを実行委員のメンバーで繋いだ小さなセレモニーは、今年のリアル開催に繋がる

原動力になりました。春先から準備を進めてきた３年ぶりのリアル開催イベントはこの秋、大勢の方々にご参加い

ただき、盛会のうちに閉幕を迎えることができました。

改めて今を生きている歓びを感じ、旅立たれた人を偲び、がんに負けない社会へ立ち向かう想いを参加された皆様

と共有できた濃いひと時でした。

一日開催であったり、ステージの代わりに各々のテント周辺でパフォーマンスを披露して頂いたりと、初めての取り

組みにもチャレンジいたしましたが、サバイバーさんをはじめ沢山の方から歓びの

お言葉をいただけましたことをとても嬉しく思っています。

今年、デリケートな環境の中で開催が叶いました背景には、行政をはじめ、多くの

企業・団体・個人の方々等、多方面からのお力添えと、参加チームのご協力が欠か

せませんでした。

感謝とともに、心からお礼申し上げます。

寄付金額 ９２６,８１５円

2022年大会実績(10/31現在)

参加人数 508人（サバイバー40人） 参加チーム27チーム

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022さいたま実行委員会 実行委員長 大竹 秀幸

「リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま」へのご支援を賜りまして心より感謝申し上げます。



上尾中央看護専門学校
啓発活動

8/31 ・ /9/9

セルフウォークリレー
2022さいたま集計報告

期間10/8～11/7
参加者総数１４５人
（うちサバイバー４９人）
総歩数29,361,718歩
（アプリ27,256,256+非アプリ2,105,462）

がんと向き合う語らいの場
【なごみサロン】

毎月第３土曜日開催

オリジナルグッズ作成

「幸せの黄色い
レシートキャンペーン」

4/11 ・ 10/15

TEAM彩の国 ※埼玉県内3か所のリレーフォーライフ（川越・ところざわ・さいたま）で交流

実行委員会・チーム合同会議 実行委員会12回 キックオフ6/25含むチーム合同会議5回開催

5/28 RFLJところざわへ参加 9/18 RFLJ川越へ参加

さいたま市長表敬訪問 7/7 ボランティアの方々による設営や撤収

10/8 RFLJさいたまへご参加
いただきました



ご支援賜りまして心より感謝申し上げます。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２２さいたまは
多くの皆様にご支援いただきました。


